
議案第３２号

令和元年度渋川市下水道事業特別会計補正予算（第２号）

令和元年度渋川市の下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１１８，５９１千円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２，５６４，２３５千円と

する。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（繰越明許費の補正）

第２条 繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明許費補正」による。

（地方債の補正）

第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。

令和２年２月２８日提出

渋川市長 髙 木 勉



第 １ 表 　 歳 入 歳 出 予 算 補 正

歳 入

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

（単位：千円）

830,983△23,940854,9235 繰 入 金

830,983△23,940854,9231 他 会 計 繰 入 金

18,507△12,15130,6587 諸 収 入

18,507△12,15130,6581 雑 　 入

870,800△82,500953,3008 市 　 債

870,800△82,500953,3001 市 　 債

2,564,235△118,5912,682,826歳 入 合 計



歳 出

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

（単位：千円）

138,9020138,9021 総 務 費

138,9020138,902 1 総 務 管 理 費

1,444,974△112,3611,557,3352 事 業 費

1,017,191△83,5031,100,694 1 公 共 下 水 道 建 設 事 業 費

143,731△28,858172,589 3 流 域 下 水 道 事 業 費

972,359△6,230978,5893 公 債 費

972,359△6,230978,589 1 公 債 費

2,564,235△118,5912,682,826歳 出 合 計



（追加） （単位：千円）

款 項 金　額

２　事業費
１ 公共下水道
　 建設事業費

131,368

131,368

補　正　前

12,419合　　　計 143,787

第　　２　　表　　　　　繰　　越　　明　　許　　費　　補　　正　

事　業　名

　建設事業（公共下水道）

小　　　　計

補　正　後



　　　　　第　　３　　表　　　　　地　　　方　　　債　　　補　　　正

（変更） （単位：千円）

限度額
起債の
方法

利  率
償還の
方法

限度額
起債の
方法

利  率
償還の
方法

公共下水道事
業

585,200 523,600

特定環境保全
公共下水道事
業

337,700 316,800

小　　　　計 922,900 840,400

合　　　計 953,300 870,800

証書借
入又は
証券発
行

年5.0％
以内
（ただ
し、利
率見直
し方式
で借り
入れる
政府資
金及び
地方公
共団体
金融機
構資金
につい
て、利
率の見
直しを
行った
後にお
いて
は、当
該見直
し後の
利率）

政府資
金につ
いて
は、そ
の融資
条件に
より、
銀行そ
の他の
場合に
はその
債権者
と協定
するも
のによ
る。た
だし、
市財政
の都合
により
据置期
間及び
償還期
限を短
縮し、
又は繰
上償還
もしく
は低利
に借換
えする
ことが
でき
る。

補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

起債の目的

補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

証書借
入又は
証券発
行

年5.0％
以内
（ただ
し、利
率見直
し方式
で借り
入れる
政府資
金及び
地方公
共団体
金融機
構資金
につい
て、利
率の見
直しを
行った
後にお
いて
は、当
該見直
し後の
利率）

政府資
金につ
いて
は、そ
の融資
条件に
より、
銀行そ
の他の
場合に
はその
債権者
と協定
するも
のによ
る。た
だし、
市財政
の都合
により
据置期
間及び
償還期
限を短
縮し、
又は繰
上償還
もしく
は低利
に借換
えする
ことが
でき
る。



歳 入 歳 出 補 正 予 算 事 項 別 明 細 書

１　総　括

歳 入 （単位：千円）

款 補 正 前 の 額 補 正 額 計 備 考

5 繰 入 金 854,923 △23,940 830,983

7 諸 収 入 30,658 △12,151 18,507

8 市 　 債 953,300 △82,500 870,800

△118,591 2,564,235歳     入     合     計 2,682,826



地 方 債国県支出金

歳 出

款 補正前の額 補　正　額

（単位：千円）

計

そ の 他
一般財源

補 正 額 の 財 源 内 訳

特     定     財     源 備 考

総 務 費 138,9021 138,9020

事 業 費 1,557,3352 1,444,974△112,361 △82,500 △29,191 △670

公 債 費 978,5893 972,359△6,230 17,040 △23,270

歳     出     合     計 2,682,826 △118,591 2,564,235 △23,940△12,151△82,500



補正前の額

２　歳　入
5 繰入金

（単位：千円）

款              項              目 補 正 額 計
区   分

節

金   額
説     明

5 繰入金 854,923 830,983△23,940

1 他会計繰入金 854,923 830,983△23,940

一般会計繰入金  ……………………………………………… △23,940一般会計繰入金1 一般会計繰入金 854,923 830,983 1 △23,940△23,940

7 諸収入 30,658 18,507△12,151

1 雑　入 30,658 18,507△12,151

消費税及び地方消費税還付金  ……………………………… △12,151雑　入1 雑　入 30,658 18,507 1 △12,151△12,151

8 市　債 953,300 870,800△82,500

1 市　債 953,300 870,800△82,500

公共下水道事業債  …………………………………………… △61,600下水道事業債1 下水道事業債 953,300 870,800 1 △82,500△82,500

特定環境保全公共下水道事業債  …………………………… △20,900



３　歳　出
1 総務費

（単位：千円）

款  項  目 説    明

節

区　　分 金　　額
補正前の額 補 正 額 計

補 　正 　額   の   財   源   内   訳

特    定    財    源
一般財源

そ の 他地 方 債国県支出金

1 総務費 138,902 0 138,902

1 総務管理費 138,902 0 138,902

1 一般管理費 138,902 0 138,902

2 事業費 1,557,335 △112,361 1,444,974 △82,500 △29,191 △670

1 公共下水道 1,100,694 △83,503 1,017,191 △82,500 △333 △670

建設事業費

◎建設事業1 公共下水道 744,025 △62,270 681,755 △61,600 △670 13委 託 料 △11,550 △62,270

  1303 測量設計委託料 ……………………………………… △11,550事業費

  1501 工事請負費 ……………………………………………15工 事 請 負 費 △33,320 △33,320

  1901 負担金 ………………………………………………… △12,220

  2205 移設補償費 ……………………………………………19負担金､補助 △12,220 △5,180

及 び 交 付 金

22補 償 、 補 填 △5,180

及 び 賠 償 金

◎建設事業2 特定環境保 356,669 △21,233 335,436 △20,900 △333 13委 託 料 △3,960 △21,233

  1303 測量設計委託料 ……………………………………… △3,960全公共下水

  1501 工事請負費 ……………………………………………道事業費 15工 事 請 負 費 △8,833 △8,833

  2205 移設補償費 …………………………………………… △8,440

22補 償 、 補 填 △8,440

及 び 賠 償 金

3 流域下水道 172,589 △28,858 143,731 △28,858

事業費

◎利根川上流流域下水道維持管理事業2 維持管理負 159,597 △28,858 130,739 △28,858 19負担金､補助 △28,858 △28,858

  1901 負担金 …………………………………………………担金 及 び 交 付 金 △28,858

3 公債費 978,589 △6,230 972,359 17,040 △23,270

1 公債費 978,589 △6,230 972,359 17,040 △23,270

1 元　金 778,001 0 778,001 333 △333

◎利子償還金2 利　子 200,588 △6,230 194,358 16,707 △22,937 23償還金､利子 △6,230 △6,230

  2315 前年度債借入金 ………………………………………及 び 割 引 料 △6,230



（単位：千円）

平成２９年度末 平成３０年度末 令 和 元 年 度 末

令和元年度中 令和元年度中

現 在 高 現 在 高 起 債 見 込 額 元金償還見込額 現 在 高 見 込 額

補正前の額 12,178,860 12,222,474 979,200 778,001 12,423,673

下水道事業 補 正 額 -82,500 -82,500

補正後の額 12,178,860 12,222,474 896,700 778,001 12,341,173

地方債の平成２９年度末及び平成３０年度末における現在高並びに

令和元年度末における現在高の見込みに関する調書

令 和 元 年 度 中 増 減 見 込 み

区　　　　分



議案第３２号　参考資料

款 項 繰越明許費額 概　　要 開札日等 当初工期等 変更後工期等 請負業者 繰越しとなる理由 完了予定

千円

2 1 131,368

3,758

・施工延長
L=74.5m
・汚水管布
設工
L=72.3m
・マンホー
ル工
N=7箇所

（契約日）
令和元年
8月2日

令和元年
8月2日

～
令和2年
3月16日

－
(株)進和工
業

・関連する国土
交通省の渋川
西バイパス工事
が延期となった
ため

令和2年
5月29日

5,610

・施工延長
L=58.1m
・汚水管布
設工
L=55.0m
・マンホー
ル工
N=4箇所

（契約日）
令和元年
12月10日

令和元年
12月10日

～
令和2年
3月19日

－
幸野建設
(有)

・関連する渋川
土木事務所の
（主）渋川松井
田線改良工事
が延期となった
ため

令和2年
6月30日

122,000

・土木工事
（沈砂池
工、散水ろ
床工、最終
沈殿池工）
一式、
・電気設備
工事　一式

（契約日）
令和元年
6月11日

令和元年
6月11日

～
令和2年
3月31日

－
地方共同法
人日本下水
道事業団

・工事のための
用地の借用協
議や、土壌汚染
対策法の申請
書類作成、協議
及び受理に不
測の日数を要し
たため

令和2年
7月31日

公共渋川汚水
管布設工
第１３工区工事

公共渋川汚水
管布設工
第１６工区工事

物聞沢水質管
理センター建設
工事

令和元年度３月補正予算　下水道事業特別会計　繰越明許費事業一覧

事  業  名　等

建設事業（公共
下水道）


